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□で囲んだ内容になります。
　
一部解説を付記しました。

最新の技術は「総合的雷保護システム
技能者」講習を受講してください。

特定非営利活動法人　
　雷保護システム普及協会



ついておこたえします

. 経済活動の活1生化を図る活動とは、どのような活動ですかつ

雷保護ンステム普及協会で研究開発した雷保護ンステムの

普及や必要性の普及活動により、雷保護ンステムの導入、お

よび定期的な検査や保守点検の二―ズが高まります。あらか

じめ当協会において、定期的に実施する石刑1多などによって育

成された専門技術者が従事することにより、業務の繁忙度が

上がります。これによって、関連業界に活性化がもたらされ

ます。

■1 消費者の保護を図る活動とは、どのような活動ですか?

雷撃によって生じる経済的損失は、雷撃を受けた建物や機

器類の損傷などを含めると、膨大な額になります。

機器の更新や施設の修繕に要する費用も、多くの場合、結

果的に消費者の損失につながります。また、コンピュータの

一時的なダウンによって停止されるさまざまな商取引や失わ

れるデータ、医療機器の一部停止や作動の狂いなどによる治

療への悪影響が懸念され、消費者は多大な各種損失を受ける

ことになります。

最適な雷保護ンステムの採用により、設計や施工、設置後

の各種設備の定期的な検査や保守点検が適正に行われること

によって、消費者の損失が保護されます。

《簡保護システム技術者の育成を行っています》

特定非営利活動法人 雷保護ンステム普及協会は、JISや IEC規

格の規定にもとづき、雷保護の研究者や専門技術者の執筆により編

摯したテキス トを用い、関係官公庁の後援を受け、雷保護ンステム

技術者育成の講習会を、全国各地で開催 しています。

講習会の受講後に実施する所定の効果測定に合格 した方には、民

間資格 「避雷設備技能士」証を交付 しています。

講習会の詳細に関しては、1・ |● |・ .‐ w,|||、 ■l●叶‐をご覧ください_

■総合的雷保護システム(下麹熊)の普及活動を実施しています
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「雷保護システム技能者」です。



特定非営利活動法人

■ 環境の保全を図る活動とは、どのような活動ですか?

ここでの環境と|よ 日常的な生活の場、すべてを意味します。

たとえ1よ 子供が通学する学校、父親の通勤先の工場やオフ

ィス、母親が買い物に出かけるデパー トやスーパーマーケット、

そして、家族旅行での宿泊先、祖父母が療養する病院や高齢者

施設など、もろもろの施設や場所です。

落雷は、時や場所を選びません。また、雷の発生を阻止する

手立てはまだ開発されていません。

現状では、建築基準法など関係法令での最低限の雷被害防止

策が実施されているにすぎません。被雷によって、住宅の電化

製品が使えなくなったり、病院で使用される医療機器に不具合

いが生じたり、オフィスのコンピュータ・データが消失し、事

業に支障を生じるなどの被害が報告されています。より広範囲

に雷保護を考える時期にさしかかっています。

雷保護システムを最適に設計・施工し、それを定期的に保守

点検することが大切です。このため、それらの重要性を普及す

る活動を推進し、 雷撃に対するより安全な生活環境を保全する

活動を推進します。

これまで雷保護に関する調査研究は、大学の研究室や専門業

種の技術者によって行われてきました。

昨今の 1丁機器の急激な普及にともない、工場やオフィスに

おいてはもちろんのこと、病院に導入されているさまざまな医

療機器をはじめ、住宅でも数台のパソコンなどの機器が使われ、

また、マンションなどの集合住宅でも各種の防災・防犯管理シ

ステムが導入されています。

IT機器を雷過電圧から守るための技術開発は、いま、始まっ

たばかりです。雷保護システム普及協会では、みなさんから寄

せられた会費や、協会活動などから生じた益金を、より安全な

雷保護技術の調査研究に投資して、関連技術の開発とその実用

化をめざします。

の活動に
れています。最近になって、 lEC規格への整合化の動きと

JIS改正の動きが相まって、特に受雷部に関係する雷遮ヘ

いの新しい概念、つまり回転球体法による雪遮へいの技術が

導入されました。さらに、保護レベルおよび等電位ボンディ

ングという新しい概念も取り入れられ、それらの知見をもと

に設計・施工を行うことになりました。

▼ OBOベターマン社(独)提供

雷過電圧 による LSI、 分電盤の損傷

■ 科学技術の振興を図る活動とは、どのような活動ですか?
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I EC(lnternational Electrotechnical Cornmission:

国際電気標準会言わは、 1908年 に設立された非政府機構で、本

部はスイスのジュネープにあります。

IECの 目的は、電気および電子技術の分野における標準化

の問題、その関連事項に関する国際協力を促し、国際的に意思

疎通を図ろうとするもので、刊行物の発刊によって達成されて

います。 IECには丁C(Technical Commlttee:専 門委員

会)があり、そこで規格を審議しています。雷保護関連は丁

C81です。比較的新しいTCですが、着実に標準規格を作成

してきています。現在まで、多くの規格、ガイド、テクニカル

リポートを刊行しています。

一方、わが国においては、電気学会、電気設備学会、日本

建築学会などで、雷現象、雷保護に関する調査研究を行って

おり、その成果を公表しています。

雷保護の設計・施工には、建築物を直撃雷から守るための

外部雷保護システムと建築物内部で危険な火花放電の発生を

防止する内部雷保護システム、並びに建築物内に施設されて

いる電気・電子設備を雷サージから守るための内部設備の雷保

護に分類され、それぞれ図のようなハード的な要素があります。

雷保護を盤石にするためには、設計・施工の他に、システム

の性能を正常に維持するための検査・保守点検が重要です。

設計 ‐施工

内部設備の雷保護

われわれが日常使用している多機能電話、テレビ、インタ

ーホンなどが雷サージによって破壊されたり、障害を被る事

例を紹介したNHKの番組 “クローズアップ現代 :落雷バニ

ック"(平成 7年 9月 Ю日放送 )は建設会社、電気工事会社な

どの技術者をはじめ、一般市民にも非常なインパクトを与え

た内容でした。これは内部設備の雷保護に関する問題であり、

残念ながら、わが国では内部設備の雷保護技術の体系化がま

だ充分ではありません。

内部設備の雷保護とは、雷電流によつて生じる電磁界が建

築物内にある金属製の設備や各種電気的な系統に及ぼす障害

を防止するために講じる手段のことです。建築物内に導入さ

れているエレクト回ニクス機器は過電圧耐性が小さく、 LS
Iやマイクロコンピュータ素子の動イ乍班 ・f31充が小さいた

め、機器の破壊、誤動作、雑音発生などの障害が生じます。

1950年代は真空管の時代であり、過電圧にはあまり気にす

る必要はありませんでしたが、1970年代に入リトランジスタ

ーに始まる集積回路によるエレクトロニクス化された機器が

用いられ、電磁両立性 (EMC)分野の過電圧保護が必要にな

ってきました。内部設備の雷保護はEMCと密接に関係する

技術であり、エレクトロニクス機器の過電圧防止のために建

築物内における等電位ボンディング、サージ防護デバイス

(SPD)の適用、シールド等の対策をしなければなりません。
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特定非営利活動法人

■ 環境の保全を図る活動とは、どのような活動ですか?

ここでの環境と|よ 日常的な生活の場、すべてを意味します。

たとえ1よ 子供が通学する学校、父親の通勤先の工場やオフ

ィス、母親が買い物に出かけるデパー トやスーパーマーケット、

そして、家族旅行での宿泊先、祖父母が療養する病院や高齢者

施設など、もろもろの施設や場所です。

落雷は、時や場所を選びません。また、雷の発生を阻止する

手立てはまだ開発されていません。

現状では、建築基準法など関係法令での最低限の雷被害防止

策が実施されているにすぎません。被雷によって、住宅の電化

製品が使えなくなったり、病院で使用される医療機器に不具合

いが生じたり、オフィスのコンピュータ・データが消失し、事

業に支障を生じるなどの被害が報告されています。より広範囲

に雷保護を考える時期にさしかかっています。

雷保護システムを最適に設計・施工し、それを定期的に保守

点検することが大切です。このため、それらの重要性を普及す

る活動を推進し、 雷撃に対するより安全な生活環境を保全する

活動を推進します。

これまで雷保護に関する調査研究は、大学の研究室や専門業

種の技術者によって行われてきました。

昨今の 1丁機器の急激な普及にともない、工場やオフィスに

おいてはもちろんのこと、病院に導入されているさまざまな医

療機器をはじめ、住宅でも数台のパソコンなどの機器が使われ、

また、マンションなどの集合住宅でも各種の防災・防犯管理シ

ステムが導入されています。

IT機器を雷過電圧から守るための技術開発は、いま、始まっ

たばかりです。雷保護システム普及協会では、みなさんから寄

せられた会費や、協会活動などから生じた益金を、より安全な

雷保護技術の調査研究に投資して、関連技術の開発とその実用

化をめざします。

の活動に
れています。最近になって、 lEC規格への整合化の動きと

JIS改正の動きが相まって、特に受雷部に関係する雷遮ヘ

いの新しい概念、つまり回転球体法による雪遮へいの技術が

導入されました。さらに、保護レベルおよび等電位ボンディ

ングという新しい概念も取り入れられ、それらの知見をもと

に設計・施工を行うことになりました。

▼ OBOベターマン社(独)提供

雷過電圧 による LSI、 分電盤の損傷

■ 科学技術の振興を図る活動とは、どのような活動ですか?

＞
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）
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I EC(lnternational Electrotechnical Cornmission:

国際電気標準会言わは、 1908年 に設立された非政府機構で、本

部はスイスのジュネープにあります。

IECの 目的は、電気および電子技術の分野における標準化

の問題、その関連事項に関する国際協力を促し、国際的に意思

疎通を図ろうとするもので、刊行物の発刊によって達成されて

います。 IECには丁C(Technical Commlttee:専 門委員

会)があり、そこで規格を審議しています。雷保護関連は丁

C81です。比較的新しいTCですが、着実に標準規格を作成

してきています。現在まで、多くの規格、ガイド、テクニカル

リポートを刊行しています。

一方、わが国においては、電気学会、電気設備学会、日本

建築学会などで、雷現象、雷保護に関する調査研究を行って

おり、その成果を公表しています。

雷保護の設計・施工には、建築物を直撃雷から守るための

外部雷保護システムと建築物内部で危険な火花放電の発生を

防止する内部雷保護システム、並びに建築物内に施設されて

いる電気・電子設備を雷サージから守るための内部設備の雷保

護に分類され、それぞれ図のようなハード的な要素があります。

雷保護を盤石にするためには、設計・施工の他に、システム

の性能を正常に維持するための検査・保守点検が重要です。

設計 ‐施工

内部設備の雷保護

われわれが日常使用している多機能電話、テレビ、インタ

ーホンなどが雷サージによって破壊されたり、障害を被る事

例を紹介したNHKの番組 “クローズアップ現代 :落雷バニ

ック"(平成 7年 9月 Ю日放送 )は建設会社、電気工事会社な

どの技術者をはじめ、一般市民にも非常なインパクトを与え

た内容でした。これは内部設備の雷保護に関する問題であり、

残念ながら、わが国では内部設備の雷保護技術の体系化がま

だ充分ではありません。

内部設備の雷保護とは、雷電流によつて生じる電磁界が建

築物内にある金属製の設備や各種電気的な系統に及ぼす障害

を防止するために講じる手段のことです。建築物内に導入さ

れているエレクト回ニクス機器は過電圧耐性が小さく、 LS
Iやマイクロコンピュータ素子の動イ乍班 ・f31充が小さいた

め、機器の破壊、誤動作、雑音発生などの障害が生じます。

1950年代は真空管の時代であり、過電圧にはあまり気にす

る必要はありませんでしたが、1970年代に入リトランジスタ

ーに始まる集積回路によるエレクトロニクス化された機器が

用いられ、電磁両立性 (EMC)分野の過電圧保護が必要にな

ってきました。内部設備の雷保護はEMCと密接に関係する

技術であり、エレクトロニクス機器の過電圧防止のために建

築物内における等電位ボンディング、サージ防護デバイス

(SPD)の適用、シールド等の対策をしなければなりません。
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接 地 極 協調の

検査・保守点検

外部雷保護システムは、直撃雷を受け止める受雷吉R雷電流

を接地極に導くための引下げ導線、雷電流を大地に放流するた

めの接地極という3つの要素で構成されます。

建築物を守るための外部雷保護ンステムは、わが国において

は、JI S― A4201、 国際的には I EC 62305-3に よって規格化さ

彗
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特定非営利活動法人 雷 保 護 シ ス テ ム 普 及 協 会 雷保護システムの構築に向けて
雷保護システム普及協会

雷から国民の生命、財産を守ります

雷保護の体系の概念図

雷保護技術を開発.し ます

. ・ _|       ||||.|||

|

kazuh
長方形

kazuh
引き出し線
最新の技術内容は最新の「総合的雷保護システム技能者講習」受講して技術を取得してください。



特定非営利活動法人
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ィス、母親が買い物に出かけるデパー トやスーパーマーケット、

そして、家族旅行での宿泊先、祖父母が療養する病院や高齢者

施設など、もろもろの施設や場所です。

落雷は、時や場所を選びません。また、雷の発生を阻止する

手立てはまだ開発されていません。

現状では、建築基準法など関係法令での最低限の雷被害防止

策が実施されているにすぎません。被雷によって、住宅の電化

製品が使えなくなったり、病院で使用される医療機器に不具合

いが生じたり、オフィスのコンピュータ・データが消失し、事

業に支障を生じるなどの被害が報告されています。より広範囲

に雷保護を考える時期にさしかかっています。

雷保護システムを最適に設計・施工し、それを定期的に保守

点検することが大切です。このため、それらの重要性を普及す

る活動を推進し、 雷撃に対するより安全な生活環境を保全する

活動を推進します。

これまで雷保護に関する調査研究は、大学の研究室や専門業

種の技術者によって行われてきました。

昨今の 1丁機器の急激な普及にともない、工場やオフィスに

おいてはもちろんのこと、病院に導入されているさまざまな医

療機器をはじめ、住宅でも数台のパソコンなどの機器が使われ、

また、マンションなどの集合住宅でも各種の防災・防犯管理シ

ステムが導入されています。

IT機器を雷過電圧から守るための技術開発は、いま、始まっ

たばかりです。雷保護システム普及協会では、みなさんから寄

せられた会費や、協会活動などから生じた益金を、より安全な

雷保護技術の調査研究に投資して、関連技術の開発とその実用
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国際電気標準会言わは、 1908年 に設立された非政府機構で、本

部はスイスのジュネープにあります。

IECの 目的は、電気および電子技術の分野における標準化

の問題、その関連事項に関する国際協力を促し、国際的に意思

疎通を図ろうとするもので、刊行物の発刊によって達成されて

います。 IECには丁C(Technical Commlttee:専 門委員

会)があり、そこで規格を審議しています。雷保護関連は丁

C81です。比較的新しいTCですが、着実に標準規格を作成

してきています。現在まで、多くの規格、ガイド、テクニカル

リポートを刊行しています。

一方、わが国においては、電気学会、電気設備学会、日本

建築学会などで、雷現象、雷保護に関する調査研究を行って

おり、その成果を公表しています。

雷保護の設計・施工には、建築物を直撃雷から守るための

外部雷保護システムと建築物内部で危険な火花放電の発生を

防止する内部雷保護システム、並びに建築物内に施設されて

いる電気・電子設備を雷サージから守るための内部設備の雷保
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の性能を正常に維持するための検査・保守点検が重要です。
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用語の定義が異なります。電気・電子機器の雷保護となります。最新の技能者講習を受講してください。
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